
専門家を講師にして学ぶ専門家を講師にして学ぶ

先週、各学年では専門の方を講師にお招きして、様々な講座等を行いました。各教科の授業とはひと味違
い、「いのち」等に直結する内容であり、子どもたちは講座等から多くを学んでおりました。

校訓 心ひとつに 明日を拓く

教育目標「気づき 考え 行動する」
生徒の育成

美郷町立美郷中学校

令和７年１１月２０日

文責：校長 美郷中ＨＰ⇒

美郷中生の活躍⑰

□第５６回秋田県中学校秋季バスケットボール大会 ◆男子シングルス ベスト８ 〇〇〇〇
◆女子 ベスト８ ◆男子ダブルス
１回戦 美郷中 ５４－４７ 秋田大学附属中 第３位 〇〇〇〇・〇〇〇〇ペア
２回戦 美郷中 ４７－４８ 大館国際情報学院 ベスト８ 〇〇〇〇・〇〇〇〇ペア

中学校 ベスト８ 〇〇〇〇・〇〇〇〇ペア

□秋田県中学校秋季卓球大会 ◆女子シングルス 準優勝 〇〇〇〇
兼 第２７回全国中学校選抜卓球大会秋田予選会 ベスト１６ 〇〇〇〇
◆女子個人戦 ベスト１６ 〇〇〇〇 ◆女子ダブルス ベスト８

〇〇〇〇・〇〇〇〇ペア
□第２７回秋田県中学校秋季バドミントン大会
◆男子団体 第３位 □第７回東北中学生空手道選抜大会
準決勝 美郷中 ０－３ 横手バドJr ◆男子個人組手 第3位 〇〇〇〇
３位決定戦 美郷中 ２－１ 大曲中 ◆女子個人組手 第３位 〇〇〇〇

◆女子団体 第３位 □第４２回秋田県空手道少年錬成大会
１回戦 美郷中 ３－０ 横手清陵学院中 ◆中学校３年生男子個人組手 第２位 〇〇〇〇
準決勝 美郷中 １－２ 能代ジュニア
３位決定戦 美郷中 ２－１ 平和中

１年生 「ＳＯＳの出し方講座（ＳＯＳの受け方講座）」

「秋田魁新報社～いのちを守り、いのちを支えるキャンペーン～」を活
用して、１年部ＰＴＡ事業も兼ねて実施しました。「ＳＯＳの出し方講座」
は、秋田大学自殺予防総合研究センター〇〇〇〇特任教授を講師に、
生徒・保護者を対象に行い、「ＳＯＳの受け方講座」は市立大曲病院
〇〇〇〇院長を講師に、保護者・教職員を対象に行いました。
出し方講座では「自己肯定感をもつこと、ストレスを抱え込まずに周り

を頼って相談すること」等を学びました。受け方講座では「ＳＯＳのサイン
の捉え方、安心できる環境、傾聴することの大切さ」を学びました。１年部
保護者の皆様には本講座にご参加いただき、役員の皆様には進行を務
めたり、講師へ御礼の言葉を述べていただいたりし、感謝申し上げます。

２年生「薬物乱用防止教室」

２年生は、聖マリアンナ医科大学の〇〇〇〇先
生をお招きして、薬物乱用の悪影響について学びま
した。違法薬物はもちろんのこと、常備薬等の過剰
摂取（オーバードーズ）の恐ろしさも教えていただき
ました。 「自分を元気にする方法をいくつもってい
るかが大切であり、その方法を増やしてほしいこと、
正直に話できる友人を３人はつくってほしいこと」と
の助言がありました。

３年生「性教育講座」

３年生は、生和堂医院（大仙市）の〇〇〇〇院
長を講師として「いのちと思春期の性～性を考える
上で大切な事～」のテーマで実施しました。〇〇院
長は大仙市の教育委員も務めております。
命の大切さや将来の社会生活（自分の性・男女

の性）、生き方について考え、相手を思いやり、より
よく生きていくことを改めて考えるよい機会となりま
した。


